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一 般 募 金 合 計    ２，５９１，６６５円 

 戸 別 募 金       １，８１８，５００円 

 職 域 募 金         １０２，６００円 

 
法 人 募 金         ５９６，０００円 

施 設 募 金 箱 

・イオン大木店  
・アクアス          ４４，３８３円 
・道の駅おおき  
・大木町健康福祉センター 

学 校 募 金 

・大莞小学校 ・大溝小学校  ３０，１８２円 
・木佐木小学校 

 歳 末 募 金 合 計      ７８５，１１６円 

 戸 別 募 金         ７４０，８００円 

 個 人 募 金          ２０，０００円 

募 金 箱          ２４，３１６円 

令和３年春号 

令和２年度 募金総額 

３,３７６,７８１円 

募金活動にご協力いただき、厚くお礼申し上げます。

集まった募金は、令和３年度の事業に活用させていた

だきます。 

小学校で募金をいただきました 

　

陽
春
の
候
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
事
業
運
営

並
び
に
活
動
に
対
し
ま
し
て
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、

会
員
会
費
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
等
に
お
い
て
、
多
く
の

皆
様
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
未
曾
有
の
国
難
と
も
い
う
べ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
中
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
地
域
活
動
、
事
業
運
営
な
ど
す
べ
て
の
面
で
大
き
な
影

響
を
受
け
、
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
事
業
運
営
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
新
し
い
生
活
様
式
を
強
い
ら
れ
、
行
動
範
囲
も
狭
く
な
り
、
少
子
高

齢
化
や
核
家
族
化
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て
休
廃
業
や
雇
用
、
生
活
困
窮

者
等
の
社
会
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
地
域
に
お
け
る
「
つ
な
が
り
」
や
「
絆
」
の
重

要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
、
町
福
祉
課
と
連
携
し
て
令
和
二
年
度
に
実
施
し
た
「
高

齢
者
等
実
態
調
査
」
を
継
続
し
て
、
支
援
に
つ
な
が
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
し
て
平
成
30
年
6
月
に
発
足
し
た
協
議
体

「
大
木
さ
さ
え
隊
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
調
整
役

と
な
り
、
校
区
ご
と
に
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
活
動
を
推

進
し
、
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
民
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
を
開
催
し
、
地
域
活
動

の
担
い
手
と
し
て
情
報
提
供
や
活
動
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
住
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
健
康
増
進
と
交
流
の
場
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
多
様
化
す
る
住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
町
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
年
度
に
む
け
て  　
　
　

会  

長　

眞 

邉　

泰 

則
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 ※３ ホームヘルプ事業（高齢者） 

大木町社会福祉協議会の事業を紹介 
 

気※２ 元 クラブ  ※１ もみじ倶楽部  

※５ 居宅介護事業  

※４ ホームヘルプ事業（産前産後）

※１～５の事業は大木町より対象者と判定された方がご利用可能です。 

認知症カフェ

 

　おおむね６５歳以上で、介護

保険のサービスを受けていない

方、家に閉じこもり気味の方を

対象に運動や脳トレ、手芸、ゲ

ームなどを楽しみながら行い、

要介護状態にならないよう、予

防のための教室です。

<実施日> 木曜日, 金曜日

　　　 　のうち１日（送迎あり）

<時　間> １０時～１5時

　　　　 （送迎時間除く）

<場　所> 健康福祉センター

<参加費> ５５０円

　　　　 （お弁当代として）

手芸等で実費が必要な時は別途

徴収させていただきます。

　一人暮らしや高齢者世帯の買

い物に困っている方を対象に、

買い物と運動を楽しみながら行

える介護予防教室です。利用さ

れる方を自宅や店舗まで送迎い

たします。

<実施日> 毎週月曜日

　　　　または水曜日

<時　間> 9時～１2時

<場　所> 健康福祉センター（運動）

　　　　イオン大木店（買い物）

<参加費> 無料

　認知症の方やその家族、専門

家、地域の方などが気軽に集い、

認知症になっても地域で安心し

て暮らせるように知識や理解を

深め交流する場です。時間内は、

どなたでも自由に過ごすことが

できます。

♪カフェ「ｗeｗe」

<実施日> 毎月第1・3火曜日

<時　間> 10時～１5時

<場　所> イオン大木店

♪お～い！！ ふれあいカフェ

<実施日> 毎月第2火曜日　　

<時　間> １０時～１5時

<場　所> 大莞コミュニティセンター

　日常生活の支援が必要な高齢者などへ生活支援

ホームヘルパーを派遣します。

<対象者> 介護保険の要支援１・２の認定者または

　　　 　事業対象者と判定された方

<内　容> 調理・洗濯・掃除・買い物など

　　　　（週２回まで）

<利用料> ４５分　２００円

　出産前後、体調不良などの理由で家事や育児を

行う事が困難な家庭にホームヘルパーを派遣しま

す。

<対象者> 母子健康手帳の交付を受けている方、

　　　 　日中介護者がいない方、医師の所見等に

　　　 　より安静を指示されている方

<内　容> 調理・洗濯・掃除・オムツ交換・

　　　 　沐浴介助など

<利用料> ４５分　５００円（１日２回まで）

　　　 　ただし１回の出産につき１２回を上限、

　　　 　多胎出産した方は２４回を上限とする

居宅において、支援が必要な障がい者に対して生活全般にわたる援助を行います。

<対象者> 町の福祉課に申請し障害支援区分が１以上で認定を受けた方

<内　容> 調理・洗濯・掃除・入浴介助・排泄介助・食事介助・通院介助など

大木町介護予防・日常生活支援総合事業 大木町一般介護予防事業
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日常生活自立支援事業

 

生活福祉資金事業

ライフレスキュー事業

生活支援体制整備事業

～誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができる地域づくりを目指して～ 

障がい者相談支援事業｢おおき｣ 意思疎通支援事業

 ）体全町（会員委戦作 会部区校 区政行

計画相談支援 

　住民・団体・企業・福祉事業所等が協力して、地域住民の生活における様々な課題を解決に向けて話

し合う「大木ささえ隊」は、現在各行政区・各校区・町全体で「大木ささえ隊」のメンバーが集まり、

地域の現状を確認して、情報交換・共有をしながら、活動をしています。現在の各校区ささえ隊の取り

組みとして、大溝校区は「買い物支援の充実」について、木佐木校区は「いきいきサロンの推進および

健康づくり」について、大莞校区では「移動支援」について進めています。

また、住民を対象としたボランティア養成研修を開催、地域活動の担い手としてボランティアの養成を

しています。ボランティアが希望する活動の場の情報提供や調整、活動の支援をしています。

　指定相談支援事業所「おおき」では、障がいの

ある方やそのご家族から生活上における様々な相

談を受けています。福祉サービスの利用方法や家

事、仕事での困り事など、まずは相談者からお話

を伺い、一緒に考えていきます。

　難聴の方とのコミュニケーションについて、筆

談の方法などを学ぶ「聞こえのサポーター講座」

を開催いたします。

　福祉サービスの利用や日常的な金銭管理などに

不安がある方々が、住み慣れた地域で安心してく

らせるようお手伝いをします。

　希望をもとに支援計画書を作り契約をかわし、

支援計画に沿って生活支援員が自宅などに伺いま

す。例えば、福祉サービスの情報提供や助言・利

用のための手続きのお手伝い、生活費の定期的な

お届けや公共料金等の支払いや金銭管理のお手伝

い、通帳や印鑑をすぐになくして困る時に安全に

お預かりをします。

　低所得者や障がい者や高齢者に対し、必要な資

金の貸付と相談支援を行うことで、経済的自立や

生活意欲の助長、ならびに在宅福祉及び社会参加

の促進を図り、安定した生活を送れるようにする

ことを目的としています。

　資金の種類ごとに貸付要件や貸付限度額等を設

け、それぞれの用途に応じた貸付を行っています。

相談申込は大木町社会福祉協議会で受付け、福岡

県社会福祉協議会が審査及び貸付を行います。

　生活困窮など様々な生活問題に公的なサービス

では対応できない方を支援するため、町内の社会

福祉法人で協力体制を組み、緊急的に必用な衣・

食・住を支援し、困りごとの解決に向けて対応し

ていきます。

　障害福祉サービスの利用を希望される方は、申

請の際に「サービス等利用計画」の提出が必要で

す。計画作成や利用事業所との連絡調整などを行

って、サービス利用のお手伝いをいたします。
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この広報紙は、共同募金事業として発行されています。

【
香 

典 

返 

し
】

寄

付

御

礼

 

　

次
の
方
々
か
ら
大
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
寄
付
金
は
大
木
町
の
福
祉
事
業
の
た
め
に
有
意
義
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令
和
3
年
1
月
1
日 

～ 

令
和
3
年
3
月
31
日

上
木
佐
木
上　

熊
丸　

京
雄　

様 (
亡　

熊
丸
フ
ク
ヨ　

様)

大
藪
田
中　
　

川
田　

淸
助　

様 (

亡　

川
田　

初
子　

様)

大
角
西　
　
　

今
村　

愛
子　

様 (

亡　

大
坪
登
茂
子　

様)

大
角
東　
　
　

山
浦　

勝
代　

様 (

亡　

山
浦　

清
重　

様)

大
藪
田
中　
　

田
中
専
太
朗　

様 (

亡　

冨
安
ス
ミ
カ　

様)

牟
田　
　
　
　

井
手
ミ
ヱ
子　

様 (

亡　

井
手　

茂
喜　

様)

上
八
院
下　
　

境　
　

光
博　

様 (

亡　

境　
　

廣
子　

様)

侍
島
上　
　
　

久
良
木
英
雄　

様 (

亡　

久
良
木　

基　

様)

八
町
牟
田
上　

吉
川　

鈴
代　

様 (

亡　

吉
川　

友
幸　

様)

蛭
池
北　
　
　

松
山　

直
子　

様 (

亡　

松
山　

高
久　

様)

荒
牟
田　
　
　

小
川　

俊
治　

様 (

亡　

小
川　

友
美　

様)

十
間
橋　
　
　

池
口　

活
友　

様 (

亡　

池
口
ス
ミ
ヱ　

様)

福
間
北　
　
　

田
中　

芳
美　

様 (

亡　

田
中
ふ
み
子　

様)

野
口
中
野　
　

篠
倉　

靜
子　

様 (

亡　

篠
倉
シ
ヅ
エ　

様)

高
橋　
　
　
　

山
浦　

真
悟　

様 (

亡　

山
浦
千
代
子　

様)

笹
渕
東　
　
　

松
枝
小
夜
子　

様 (

亡　

松
枝　

絹
枝　

様)

侍
島
上　
　
　

北
島
ゆ
き
ゑ　

様 (

亡　

北
島　
　

明　

様)

笹
渕
西　
　
　

江
口
チ
ヨ
子　

様 (

亡　

江
口　

治
亨　

様)

上
八
院
上　
　

岡
﨑　

廣
子　

様 (

亡　

岡
﨑　
　

強　

様)

上
木
佐
木
下　

家
中
智
恵
子　

様 (

亡　

家
中　

隆
利　

様)

上
木
佐
木
下　

松
尾　

三
郎　

様 (

亡　

川
村　
　

豊　

様)

蛭
池
南　
　
　

北
島　

政
弘　

様 (

亡　

北
島
登
志
子　

様)

絵
下
古
賀　
　

池
末　

宏
子　

様 (

亡　

池
末　

良
一　

様)

人　

事　

異　

動

就
任　

事
務
局
長　

平
川　
　

悟　

(

役
場
よ
り
派
遣)

退
職　

事
務
局
長　

上
之
薗　

睦
子

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
お
お
き
」

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
自
由
に
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
音
楽
鑑
賞
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑

賞
、
利
用
者
同
士
で
ゲ
ー
ム
や
雑
談
を
す
る
な
ど
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
で
、
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
一
息
つ
く
感
覚
で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

〈
場　

所
〉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
Ｗ
ｅ
Ｗ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
イ
オ
ン
大
木
店
内
）

〈
時　

間
〉
13
時
～
15
時

〈
開
設
日
〉
毎
月
１
回　

日
曜
日

　

※
詳
し
く
は
、
広
報
お
お
き
の
カ
レ
ン
ダ
ー
ま
た
は

　
　

社
協
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
で
「
働
き
た
い
」「
働
い
て
い
る
け

ど
相
談
し
た
い
」
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
る
て
、
指
定
相
談
支
援

事
業
所
「
お
お
き
」
の
相
談
員
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

〈
場　

所
〉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
Ｗ
ｅ
Ｗ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
イ
オ
ン
大
木
店
内
）

〈
時　

間
〉
14
時
～
16
時

〈
開
催
日
〉
毎
月
第
４
木
曜
日

　

弁
護
士
に
よ
る
心
配
ご
と
法
律
相
談
を
左
記
の
日
程

で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

来
所
に
よ
る
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
電
話

に
よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

4
月
13
日(

火)  　

5
月
11
日(

火)

6
月
8
日(

火)  　

7
月
13
日(

火)

8
月
17
日(

火)  　

9
月
14
日(

火)

10
月
12
日(

火) 　

  

11
月
9
日(

火)

12
月
14
日(

火) 　

  

1
月
18
日(

火)

2
月
8
日(

火)  　

3
月
8
日(

火)

〈
相
談
時
間
〉
13
時
30
分
～
15
時

　

※

一
人
の
相
談
時
間
は
約
20
分

〈
問
合
せ
・
申
し
込
み
〉
☎
３
２-

２
４
２
３

　
　
　
　
　
　
　

  

大
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

令
和
３
年
度
の
大
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

令
和
３
年
度
前
期
予
定

4
月
20
日(

火) 

ロ
コ
モ
に
つ
い
て
・
認
知
症
予
防

5
月
19
日(

水) 

栄
養
と
食
事
・
高
齢
者
の
特
徴
と
理
解

6
月
22
日(

火) 

口
腔
機
能
向
上
・
介
護
予
防

7
月
21
日(

水) 

児
童
の
支
援
・
障
が
い
者
の
理
解

8
月
17
日(

火) 

傾
聴
の
基
礎
・
上
手
な
聞
き
方

〈
問
合
せ
・
申
し
込
み
〉
☎
３
２-

２
４
２
３

　
　
　
　
　
　
　

  

大
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

障

が

い

者

就

労

相

談

心

配

ご

と

法

律

相

談

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
ご
案
内
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